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講義計画

第１回　オリエンテーション―社会福祉の学び方
第２回　社会福祉の基礎概念ー社会福祉という考え方と人権・権利
第３回　社会福祉の援助原理
第４回　社会福祉の対象とニーズ
第５回　社会福祉の専門性
第６回　社会福祉をとりまく状況―少子・高齢社会
第７回　現代家族の動向と変化
第８回　地域社会の崩壊と変化―現代の貧困
第９回　社会福祉の歴史と展開―福祉国家の成立と展開
第10回　戦前の社会福祉の歴史（日本）
第11回　福祉改革と社会福祉基礎構造改革 
第12回　社会福祉の仕組みと運営―法律と行政の仕組み
第13回　社会福祉の財政
第14回　社会福祉サービスの提供システムと利用システム
第15回　社会福祉と地方分権 
第16回　社会福祉の機関と施設―厚生労働省、福祉事務所
第17回　社会福祉の相談機関 
第18回　社会福祉施設
第19回　社会福祉の援助と方法―ソーシャルワークの体系
第20回　ソーシャルワークの歴史的展開
第21回　ソーシャルワークの展開過程
第22回　社会保障・公的扶助の概要
第23回　子ども家庭福祉の概要
第24回　高齢者福祉の概要
第25回　障害者福祉の概要
第26回　地域福祉―地域福祉の概念 
第27回　コミュニティ・ケア 
第28回　ソーシャル・インクルージョン
第29回　社会福祉を支える人たち―社会福祉士・介護福祉士
第30回　その他の専門職

テキスト
やわらかアカデミズム・＜わかる＞シリーズ　よくわかる社会福祉〔第７版〕／山縣文治・岡田忠克編著／ミネル
ヴァ書房

参考書 社会福祉小六法（平成２２年版）／ミネルヴァ書房編集部／ミネルヴァ書房

目的と概要
社会福祉の基礎概念や援助原理、対象とニーズ、社会福祉をとりまく状況、社会福祉の歴史、制度と行財政、
社会福祉機関・施設、ソーシャルワークの体系、社会保障・公的扶助、社会福祉専門職などについて幅広く取
り上げ、体系的に理解するとともに、当科目を基礎として次年度以降に学習する各論への誘いとする。

成績評価法 定期試験：80％、平常点（受講態度、授業時の小レポート等）：20％

開期 通年 水曜日1限

授業テーマ 社会福祉に関する知識や援助技法について幅広く理解する。

科目名 社会福祉原論

担当教員 船本　淑恵、神部　智司、安本　伊佐子、桜井　智恵子

配当 教福1
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